
 「下呂市感染症対策消耗品購入支援事業」 Ｑ＆Ａ  （５/２６現在） 

Ｑ① 申請者は市民でなくともよいですか。  

Ａ① 市内に事業所があれば申請の対象となります。 

Ｑ② 市内に本店がない事業所でも申請できますか。 

Ａ② 申請できます。 

Ｑ③ 支店が複数ある場合、支店ごとに申請してもよいですか。  

Ａ③ １事業者１回のみですので、まとめての申請となります。 

Ｑ④ 市の補助申請より、県ステッカー事業（新型コロナ対策実施店舗向けステッカー）への申し込みが先

ですか。 

Ａ④ はい。先に県ステッカー事業に申し込んでください。 

Ｑ⑤ 事業費が補助額上限分に足りないのですが、とりあえず申請してもよいですか。 

Ａ⑤ 申請しても構いませんが申請は１度きりです。追加申請はできませんのでご了承ください。 

Ｑ⑥ 旅館を経営しているが申請できますか。 

Ａ⑥ 対象者要件を満たしている事業所であれば申請が可能です。 

Ｑ⑦ ウイルス対策の物品を作製するための材料費は補助対象となるか。 

Ａ⑦ 製作物の仕様書（設計図）等でどのように使われるかが分かる物を提出いただき、効果があると判

断すれば対象となります。また、実績報告の際に完成品の写真を提出していただきます。 

Ｑ⑧ 遡って申請する場合に、購入金額を証明するものを紛失してしまった。 

Ａ⑧ 申し訳ありませんが、金額（内訳）の確認ができないと申請することはできません。 

Ｑ⑨ 遡って申請する場合に、対象商品を使ってしまったので現物がありませんが申請できますか。 

Ａ⑨ 購入したことがわかる書類等があれば申請可能です。 

Ｑ⑩ 補助対象事業費での、「消費税」「振込手数料」「支払いの一部に特典ポイントを利用した場合」「仮想

通貨」の扱いはどうか。 

Ａ⑩ 消費税は補助対象費に計上しても構いません。振り込み手数料・ポイント・仮想通貨による支払い

は、補助対象事業費には計上できません。 

 

 

 



Ｑ⑪ クレジットカードでの支払いは対象か。 

Ａ⑪ クレジットカードでの支払いの場合、補助対象期間中に利用明細写し及び通帳の写し等にて引き落

としが確認できる場合のみ対象となります。 

なお、分割払いやリボ払いなど期間中に支払いが完了しない場合は対象とできません。 

Ｑ⑫ 経費の添付資料は、レシートでもよいか。 

Ａ⑫ 添付資料では、支払いを証明する資料（写し）、経費の明細が分かる資料（写し）が必要となりま

す。支払いや明細を確認できるものとして、領収書やレシートが挙げられます。 

また、クレジットカードで購入された際には、支払いを証明する資料として、クレジットカードの利

用明細及び引き落とし日の確認できるもの（通帳の写し等）が必要です。 

Ｑ⑬ 市内にも店舗があるが、市外の店舗で使うための消耗品の購入は、対象になるか 

Ａ⑬ なりません。市内の事業所で使用される消耗品のみ、対象となります。 

 


